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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板上に形成され、互いに垂直に交差してサブ－ピクセルを定義するゲート配線及
びデータ配線と、
　前記二つの配線の交差地点に配置される薄膜トランジスタと、
　前記薄膜トランジスタに接続される画素電極と、
　前記サブ－ピクセルの左右の両側縁部を含む所定部位に形成される共通電極と、
　前記第１基板と互いに対向して合着された第２基板と、
　前記第１及び第２基板の間に介在された液晶層と
　を備えた液晶表示装置において、
　前記データ配線に交流の電圧が印加され、前記共通電極に直流の電圧が印加され、
　前記サブ－ピクセルの左側に配置されるデータ配線とこれに隣接する前記サブ－ピクセ
ル内の共通電極との間の距離が、前記サブ－ピクセルの右側に配置されるデータ配線とこ
れに隣接する前記サブ－ピクセル内の共通電極との間の距離より大きく、
　前記画素電極及び共通電極は、前記サブ－ピクセル内にそれぞれ複数個形成され、平行
に交互に配置され、
　前記液晶層は、前記画素電極と共通電極との間の水平電界によってＩＰＳモードで駆動
され、
　前記サブ－ピクセルの左側縁部に配置される共通電極の幅が、前記サブ－ピクセルの右
側縁部に配置される共通電極の幅より小さい
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　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記共通電極は、前記ゲート配線または前記画素電極のうち少なくとも何れか一つの層
と同一層に形成される
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記共通電極は、前記サブ－ピクセル内部に単一に形成され、前記画素電極は、前記共
通電極にオーバーラップするように形成され、かつ複数個のスリットを有する
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記液晶層は、前記画素電極と前記共通電極との間のフリンジ電界によってＦＦＳモー
ドで駆動される
　ことを特徴とする請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記データ配線には、ドットインバージョン方式によってデータ電圧が印加される
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記データ配線には、データ電圧が交流で印加され、前記共通電極には、共通電圧が直
流で印加される
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第２基板には、Ｒカラーフィルター層、Ｇカラーフィルター層及びＢカラーフィル
ター層が前記サブ－ピクセル単位で形成される
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記Ｒ、Ｇ、Ｂカラーフィルター層は、Ｒ、Ｇ、Ｂの順に配列される
　ことを特徴とする請求項７記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記データ配線とこれに隣接する共通電極との間には、絶縁膜が形成される
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記共通電極は、前記ゲート配線に平行な共通配線に接続される
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記共通配線は、前記ゲート配線と同一層に形成される
　ことを特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　
Ｄｅｖｉｃｅ）に関するもので、特に、サブ－ピクセルの左側に発生する寄生キャパシタ
ンスと、サブ－ピクセルの右側に発生する寄生キャパシタンスとを不均一にしてグリーニ
ッシュ（Ｇｒｅｅｎｉｓｈ）現象を防止できる液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、アクティブマトリックス液晶表示装置は、その性能が急速に発展するにつれて、
平板ＴＶ、携帯用コンピュータ、モニターなどの分野で広く用いられている。
【０００３】
　アクティブマトリックス液晶表示装置のうち、ツイストネマティック（ＴＮ：Ｔｗｉｓ
ｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）方式の液晶表示装置が主に用いられているが、このＴＮ方式は
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、二つの基板に電極をそれぞれ設置し、液晶方向子が９０度ツイストするように配列した
後、二つの電極に電圧を加えて液晶方向子を駆動する技術である。
【０００４】
　ＴＮ方式の液晶表示装置は、優れたコントラスト及び色相再現性を提供するとの理由で
脚光を浴びているが、相変わらず視野角が狭いという問題を抱えている。
【０００５】
　上記のようなＴＮ方式の液晶表示装置における視野角問題を解決するために、一つの基
板上に二つの電極を形成し、二つの電極間で発生する水平方向の横電界で液晶方向子を調
節するＩＰＳモード（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｍｏｄｅ）が開発された
。
【０００６】
　さらに、ＩＰＳモードの低い開口率及び透過率を向上させるために、対向電極及び画素
電極を透明伝導体で形成しながら対向電極と画素電極との間の間隔を狭くし、対向電極と
画素電極との間で発生するフリンジ電界（ｆｒｉｎｇｅ　ｅｌｅｃｔｒｉｃ　ｆｉｅｌｄ
）によって液晶方向子を動作させるＦＦＳモード（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔ
ｃｈｉｎｇ　Ｍｏｄｅ）が開発された。
【０００７】
　以下、添付の図面に基づいて、従来のＩＰＳモードの液晶表示装置について説明する。
【０００８】
　図１は、従来のＩＰＳモードの液晶表示装置の平面を示す図で、図２は、図１のＩ－Ｉ
'線断面図である。そして、図３は、カウンターパターンで駆動された液晶表示装置を示
す平面図、図４は、バーチカルパターンで駆動された液晶表示装置を示す平面図、図５Ａ
及び図５Ｂは、従来のカウンターパターン駆動を説明するための図、図６Ａ及び図６Ｂは
、従来のカウンターパターン駆動を説明するためのタイミングチャートである。
【０００９】
　ＩＰＳモードの液晶表示装置は、互いに対向して貼り合わせられ（合着され）、それら
の間に液晶層が備わるＴＦＴアレイ基板及びカラーフィルターアレイ基板から構成される
。そして、図１及び図２に示すように、ＴＦＴアレイ基板１１上には、ゲート配線１２及
びデータ配線１５がゲート絶縁膜１３を挟んで垂直に交差配置されてサブ－ピクセルが定
義され、ゲート配線１２とデータ配線１５との交差部には薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）が
形成され、該薄膜トランジスタを含む全面には保護膜１６が形成される。
【００１０】
　そして、各サブ－ピクセル内には、ゲート配線１２と平行に形成される共通配線２５と
、該共通配線２５から分岐されてデータ配線１５と平行に形成される多数個の共通電極２
４と、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）に接続され、各画素領域の共通電極２４の間に共通電
極２４と平行に二股状に配置された画素電極１７と、が備わる。
【００１１】
　共通電極２４には電圧信号Ｖｃｏｍが印加され、画素電極１７には薄膜トランジスタを
経由した画素電圧が印加されることで、水平方向の横電界Ｅが発生する。しかし、データ
配線１５とサブ－ピクセルの最も外側の縁部に位置している共通電極２４との間には、寄
生キャパシタンスＣｄｃが発生することになる。
【００１２】
　一方、カラーフィルターアレイ基板には、一定の順序に配列され色相を実現する赤色Ｒ
（Ｒｅｄ）、緑色Ｇ（Ｇｒｅｅｎ）、青色Ｂ（Ｂｌｕｅ）のカラーフィルター層と、Ｒ、
Ｇ、Ｂセル間の区分及び光遮断の役割をするブラックマトリックスとが設けられている。
各色のカラーフィルター層は、各サブ－ピクセルが一つの色を有するように形成され、Ｒ
、Ｇ、Ｂの色を有するサブ－ピクセルが配列される。これらＲ，Ｇ，Ｂの色を有するサブ
－ピクセルがそれぞれ独立的に駆動されかつ、互いに組み合わされることで、一つの画素
の色が表示される。
【００１３】
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　上記のような液晶表示装置のカラーフィルター層は、その配列方法によってストライプ
配列、モザイク配列、デルタ配列、クワッド（ｑｕａｄ）配列などに区分され、これらＲ
、Ｇ、Ｂは、液晶表示パネルの大きさ、カラーフィルターの形状及び色配列によって多様
に配列される。ここで、ストライプ配列は、図３及び図４に示すように、水平方向にＲ、
Ｇ、Ｂが順次配置され、同じ色が垂直方向に配列される形態である。
【００１４】
　上記のように構成された液晶表示装置は、残像、フリッカー、グリーニッシュ（Ｇｒｅ
ｅｎｉｓｈ）などの画質をチェックするために、Ｒ、Ｇ、Ｂサブ－ピクセル単位でオン／
オフしてブラックＢ（Ｂｌａｃｋ）またはホワイトＷ（Ｗｈｉｔｅ）を表示させる。すな
わち、図３に示すように、Ｎ番目にオンされた画素とＮ＋１番目にオンされた画素とをラ
インごとに一画素ずつ移動させ、斜め方向に画素をオンさせるカウンターパターンで駆動
することができ、図４に示すように、Ｎ番目にオンされた画素とＮ＋１番目にオンされた
画素とを同一位置に配列させ、垂直方向に画素を同時にオンさせるバーチカル（Ｖｅｒｔ
ｉｃａｌ）パターンで駆動することもできる。
【００１５】
　カウンターパターンで駆動する場合、図５Ａ及び図５Ｂに示すように、水平方向にドッ
トインバージョン方式によって正極性（＋）、負極性（－）の電圧を印加し、垂直方向に
ドットインバージョン方式によって正極性、負極性の電圧を印加する。このとき、Ｎ番目
のラインのホワイトＷ及びブラックＢがＮ＋１番目のラインのホワイトＷ及びブラックＢ
と交差するように駆動する。
【００１６】
　具体的に、データ電圧Ｖｄａｔａは、交流（ＡＣ）で正極性（＋）、負極性（－）の電
圧を印加し、データ電圧のレベルを変化させてブラックＢ、ホワイトＷを表示させ、共通
電圧Ｖｃｏｍ１は、直流（ＤＣ）で印加する。液晶層の駆動は、データ電圧と共通電圧の
電位差によって決定される。
【００１７】
　Ｎ番目のラインにおいて、図５Ａ及び図６Ａに示すように、ホワイトを表示しようとす
るＲ、Ｇ、Ｂサブ－ピクセルに対しては、ドットインバージョン方式によって高いレベル
の正極性（＋）、負極性（－）、正極性（＋）の電圧を印加し、ブラックを表示しようと
するＲ、Ｇ、Ｂサブ－ピクセルに対しては、低いレベルの電圧を印加し、あるいは電圧を
印加しない。
【００１８】
　そして、Ｎ＋１番目のラインにおいて、図５Ｂ及び図６Ｂに示すように、ホワイトを表
示しようとするＲ、Ｇ、Ｂサブ－ピクセルに対しては、ドットインバージョン方式によっ
て高いレベルの正極性（＋）、負極性（－）、正極性（＋）の電圧を印加し、ブラックを
表示しようとするＲ、Ｇ、Ｂサブ－ピクセルに対しては、低いレベルの電圧を印加し、あ
るいは電圧を印加しない。
【００１９】
　このとき、Ｎ番目のラインに流れるデータ電圧の極性とＮ＋１番目のラインに流れるデ
ータ電圧の極性が、ドットインバージョン方式によって交差することになる。２ドットイ
ンバージョン方式によってデータ電圧が印加される場合、２ラインごとに一回ずつデータ
電圧の極性が交差することになるが、例えば、Ｎ、Ｎ＋１番目のラインのＲ、Ｇ、Ｂサブ
－ピクセルには、正極性（＋）、負極性（－）、正極性（＋）のデータ電圧Ｖｄａｔａが
印加され、Ｎ＋２、Ｎ＋３番目のラインのＲ、Ｇ、Ｂサブ－ピクセルには、負極性（－）
、正極性（＋）、負極性（－）のデータ電圧Ｖｄａｔａが印加される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　しかしながら、上記のような従来の液晶表示装置には、次のような課題があった。
【００２１】
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　すなわち、Ｎ番目のラインに、データ電圧Ｖｄａｔａは交流（ＡＣ）で印加され、共通
電圧Ｖｃｏｍ１は直流（ＤＣ）で印加されるが、上述したように、データ配線１５とこれ
に隣接する共通電極２４との間には、データ電圧と共通電圧との間の寄生キャパシタンス
Ｃｄｃによって共通電圧の振幅が増幅され、図６Ａ及び図６Ｂに示すように、共通電圧Ｖ
ｃｏｍ１がＶｃｏｍ２になるカップリング現象が発生し、共通電圧が、印加された共通Ｄ
Ｃ電圧より全体的に上昇または下降するようになる。
【００２２】
　さらに詳しく説明すると、図５Ａに示すように、Ｎ番目のラインのＲサブ－ピクセルに
おいて、正極性（＋）電圧が印加される左側データ配線と共通電極との間に発生するカッ
プリング現象と、負極性（－）電圧が印加される右側データ配線と共通電極との間に発生
するカップリング現象とが互いに相殺される。
【００２３】
　そして、Ｎ番目のラインのＧサブ－ピクセルにおいて、負極性（－）電圧が印加される
左側データ配線と共通電極との間に発生するカップリング現象と、正極性（＋）電圧が印
加される右側データ配線と共通電極との間に発生するカップリング現象とが互いに相殺さ
れる。
【００２４】
　しかし、Ｎ番目のラインのＢサブ－ピクセルにおいては、正極性（＋）電圧が印加され
る左側データ配線と共通電極との間のみにカップリング現象が発生し、基準電圧が印加さ
れる右側データ配線と共通電極との間にはカップリング現象が発生しない。
【００２５】
　したがって、Ｎ番目のライン全体において、正極性（＋）電圧が印加されるデータ配線
と共通電極との間に発生するカップリング現象によって共通電圧の振幅が増幅され、図６
Ａに示すように、全体的に共通電圧が（＋）側に上昇するようになる。このように、カッ
プリング現象によって共通配線に流れる共通電圧Ｖｃｏｍ２が、印加された共通ＤＣ電圧
Ｖｃｏｍ１より上昇すると、Ｇサブ－ピクセルに印加されるＶｄａｔａとＶｃｏｍ２との
電圧差Ｖ２が、Ｒ、Ｂサブ－ピクセルに印加されるＶｄａｔａとＶｃｏｍ２との電圧差Ｖ
１より高くなり、全体的に緑色が明るく見える現象が発生する。これは、電圧差が大きく
なると、液晶分子の回転が大きくなり、緑色が強く表現されるためである。
【００２６】
　これとは対照的に、Ｎ＋１番目のラインにおいて、図５Ｂに示すように、Ｒ、Ｇサブ－
ピクセルでのカップリング現象は互いに相殺されるが、Ｂサブ－ピクセルでは、負極性（
－）電圧が印加されるデータ配線と共通電極との間に発生するカップリング現象によって
共通電圧の振幅が増幅され、図６Ｂに示すように、全体的に共通電圧が（－）側に下降す
るようになる。このように、共通配線に流れる共通電圧Ｖｃｏｍ２が、カップリング現象
によって印加された共通ＤＣ電圧Ｖｃｏｍ１より下降すると、Ｇサブ－ピクセルに印加さ
れるＶｄａｔａとＶｃｏｍ２との電圧差Ｖ４が、Ｒ、Ｂサブ－ピクセルに印加されるＶｄ
ａｔａとＶｃｏｍ２との電圧差Ｖ３より低くなり、全体的に緑色が暗く見える現象が発生
する。すなわち、赤、緑、青色が均一な明度で見えず、緑色が暗く見えるグリーニッシュ
現象（本明細書では、説明を簡単にするために、この場合もグリーニッシュ現象という。
）が表れる。
【００２７】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、その目的は、サブ－ピ
クセルの左側に発生する寄生キャパシタンスとサブ－ピクセルの右側に発生する寄生キャ
パシタンスとを不均一にしてグリーニッシュ現象の発生を防止することができ、画質を改
善することができる液晶表示装置を得るものである。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　本発明に係る液晶表示装置は、第１基板上に形成され、互いに垂直に交差してサブ－ピ
クセルを定義するゲート配線及びデータ配線と、前記二つの配線の交差地点に配置される
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薄膜トランジスタと、前記薄膜トランジスタに接続される画素電極と、前記サブ－ピクセ
ルの左右の両側縁部を含む所定部位に形成される共通電極と、前記第１基板と互いに対向
して合着された第２基板と、前記第１及び第２基板の間に介在された液晶層とを設けた液
晶表示装置において、前記データ配線に交流の電圧が印加され、前記共通電極に直流の電
圧が印加され、前記サブ－ピクセルの左側に配置されるデータ配線とこれに隣接する前記
サブ－ピクセル内の共通電極との間の距離が、前記サブ－ピクセルの右側に配置されるデ
ータ配線とこれに隣接する前記サブ－ピクセル内の共通電極との間の距離より大きく、前
記画素電極及び共通電極は、前記サブ－ピクセル内にそれぞれ複数個形成され、平行に交
互に配置され、前記液晶層は、前記画素電極と共通電極との間の水平電界によってＩＰＳ
モードで駆動され、前記サブ－ピクセルの左側縁部に配置される共通電極の幅が、前記サ
ブ－ピクセルの右側縁部に配置される共通電極の幅より小さいことを特徴とする。
【００２９】
　このとき、サブ－ピクセルの左側に配置されるデータ配線とこれに隣接する共通電極と
の間の距離を、前記サブ－ピクセルの右側に配置されるデータ配線とこれに隣接する共通
電極との間の距離より大きくするか、または、サブ－ピクセルの左側縁部に配置される共
通電極の幅を、前記サブ－ピクセルの右側縁部に配置される共通電極の幅より小さくする
ことで、サブ－ピクセルの左側に発生する寄生キャパシタンスと、サブ－ピクセルの右側
に発生する寄生キャパシタンスとを不均一にし、グリーニッシュ現象の発生を防止するも
のである。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明に係る液晶表示装置には、次のような効果を奏する。
【００３１】
　サブ－ピクセルの左側に配置されるデータ配線とこれに隣接する共通電極との間の寄生
キャパシタンスを、サブ－ピクセルの右側に配置されるデータ配線とこれに隣接する共通
電極との間の寄生キャパシタンスより小さくすることで、データ配線とこれに隣接する共
通電極との間のカップリング現象によって共通電圧がシフトされることを防止できる。
【００３２】
　したがって、Ｇサブ－ピクセルに印加されるデータ電圧と共通電圧との電圧差と、Ｒ、
Ｂサブ－ピクセルに印加されるデータ電圧と共通電圧との電圧差が同一になり、全体的に
緑色が明るく見えるグリーニッシュ現象の発生を防止できる。その結果、画質を向上する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、添付の図面に基づいて、本発明に係る液晶表示装置の実施の形態を詳細に説明す
る。
【００３４】
　まず、図７及び図８に基づいて、本発明に係るＩＰＳモードの液晶表示装置を説明する
。
【００３５】
　図７は、本発明の実施の形態１に係るＩＰＳモードの液晶表示装置を示す平面図で、図
８は、図７のII－II'線の断面図である。
【００３６】
　本発明の実施の形態１に係るＩＰＳモード液晶表示素子のＴＦＴアレイ基板１１１には
、図７及び図８に示すように、一列に配置された複数個のゲート配線１１２と、このゲー
ト配線１１２と垂直に交差してＲ、Ｇ、Ｂのサブ－ピクセルを定義するデータ配線１１５
と、ゲート配線１１２とデータ配線１１５の交差地点に形成され電圧をスイッチングする
薄膜トランジスタＴＦＴと、ゲート配線１１２と平行に形成される共通配線１２５と、こ
の共通配線１２５に接続され、サブ－ピクセル内部に複数個形成される共通電極１２４と
、この共通電極１２４と平行に形成され、水平方向の横電界Ｅを発生させ、薄膜トランジ
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スタのドレーン電極１１５ｂに接続される画素電極１１７とが設けられている。そして、
サブ－ピクセルの左右側縁部に位置する共通電極１２４の幅を互いに異ならせて形成し、
サブ－ピクセルの左右の両側に発生する寄生キャパシタンスＣｄｃを不均一にすることを
特徴とする。
【００３７】
　すなわち、サブ－ピクセルの左側縁部に配置される共通電極１２４の幅Ｗ'を、サブ－
ピクセルの右側縁部に配置される共通電極１２４の幅Ｗより小さく形成し、サブ－ピクセ
ルの左右の両側の寄生キャパシタンスを不均一にする。
【００３８】
　この場合、サブ－ピクセルの左側に配置されるデータ配線１１５とこれに隣接する共通
電極１２４との間の寄生キャパシタンスより、サブ－ピクセルの右側に配置されるデータ
配線１１５とこれに隣接する共通電極１２４との間の寄生キャパシタンスが大きくなるが
、これによって、Ｒ、Ｇ、Ｂ画素領域内でカップリング現象が互いに相殺され、全体的に
共通電圧が増幅されなくなる。
【００３９】
　一方、サブ－ピクセルの左右の両側に配置される共通電極１２４の幅を均等に形成する
が、サブ－ピクセルの左右の両側に配置されるデータ配線１１５とこれに隣接する共通電
極１２４との間の距離を不均等にすることで、サブ－ピクセルの左右の両側に発生する寄
生キャパシタンスＣｄｃを不均一にすることもできる。すなわち、サブ－ピクセルの左側
に配置されるデータ配線１１５とこれに隣接する共通電極１２４との間の距離Ｄ'を、サ
ブ－ピクセルの右側に配置されるデータ配線１１５とこれに隣接する共通電極１２４との
間の距離Ｄより大きくする。
【００４０】
　もちろん、両側の共通電極１２４の幅を不均等に形成すると同時に、データ配線１１５
とこれに隣接する共通電極１２４との間の両側の距離も不均一にすれば、その効果を増大
できる。
【００４１】
　このとき、薄膜トランジスタＴＦＴは、ゲート配線１１２から分岐されるゲート電極１
１２ａと、このゲート電極１１２ａを含む全面に形成されたゲート絶縁膜１１３と、ゲー
ト電極１１２ａ上部のゲート絶縁膜１１３上に形成された半導体層１１４と、データ配線
１１５から分岐され、半導体層１１４の両端にそれぞれ形成されるソース電極１１５ａ及
びドレーン電極１１５ｂとから構成される。
【００４２】
　そして、画素電極１１７及び共通電極１２４は、サブ－ピクセル領域内で複数個形成さ
れ、互いに交互に形成されて水平方向の横電界Ｅを形成し、共通電極１２４は、共通配線
１２５に電気的に接続され、この共通配線１２５から信号Ｖｃｏｍを受け、画素電極１１
７は、ドレーン電極１１５ｂに電気的に接続され、このドレーン電極１１５ｂから画素信
号である信号Ｖｄａｔａを受ける。
【００４３】
　一方、ゲート配線１１２とデータ配線１１５との間の全面には、ゲート絶縁膜１１３が
介在して二つの配線を互いに絶縁させ、データ配線１１５と画素電極１１７との間には、
保護膜１１６が介在して二つを互いに絶縁させるが、通常、共通配線１２５及び共通電極
１２４は、ゲート配線１１２と同一層に形成される。装置によっては、共通配線１２５を
ゲート配線１１２と同一層に形成し、共通電極１２４を画素電極１１７と同一層に形成す
ることもあるが、この場合も、サブ－ピクセルの左右の両側縁部に形成された共通電極１
２４は、ゲート配線１１２と同一層に形成される。したがって、サブ－ピクセルの左右の
両側縁部に形成された共通電極１２４は、ゲート絶縁膜１１３を挟んでデータ配線１１５
と隣接するようになる。
【００４４】
　したがって、寄生キャパシタンスＣｄｃは、サブ－ピクセルの左右の両側縁部に形成さ
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れた共通電極１２４と、これに隣接するデータ配線１１５と、共通電極１２４及びデータ
配線１１５を絶縁させるゲート絶縁膜１１３によって発生される。
【００４５】
　次に、上記のようなＩＰＳモードの他に、ＦＦＳモードの液晶表示装置に本発明を適用
でき、それについて図９及び図１０に基づいて説明する。
【００４６】
　図９は、本発明の実施の形態２に係るＦＦＳモードの液晶表示装置を示す平面図で、図
１０は、図９のIII－III'線の断面図である。
【００４７】
　本発明に係るＦＦＳモードの液晶表示装置のＴＦＴアレイ基板５１１には、図９及び図
１０に示すように、不透明な金属で形成され、互いに垂直に交差してサブ－ピクセルを定
義するゲート配線５１２及びデータ配線５１５と、これら二つの配線５１２，５１５の交
差地点で電圧のオン／オフをスイッチングする薄膜トランジスタＴＦＴと、ゲート配線５
１２と平行に配置される共通配線５２５と、この共通配線５２５に接続され、透明な金属
で形成され、各サブ－ピクセル内部に単一に形成された共通電極５２４と、薄膜トランジ
スタＴＦＴに接続され、所定形状のスリット５６０を含み、共通電極５２４の上部にオー
バーラップされる画素電極５１７とが設けられている。そして、サブ－ピクセルの左右の
両側に配置されるデータ配線５１５とこれに隣接する共通電極５２４との間の距離を不均
等にすることで、サブ－ピクセルの左右の両側に発生する寄生キャパシタンスＣｄｃを不
均一にすることを特徴とする。
【００４８】
　すなわち、サブ－ピクセルの左側に配置されるデータ配線５１５とこれに隣接する共通
電極５２４との間の距離Ｄ'を、サブ－ピクセルの右側に配置されるデータ配線５１５と
これに隣接する共通電極５２４との間の距離Ｄより大きくする。
【００４９】
　この場合、サブ－ピクセルの左側に配置されるデータ配線５１５とこれに隣接する共通
電極５２４との間の寄生キャパシタンスより、サブ－ピクセルの右側に配置されるデータ
配線５１５とこれに隣接する共通電極５２４との間の寄生キャパシタンスが大きくなるが
、これによって、Ｒ、Ｇ、Ｂサブ－ピクセル領域内でカップリング現象が互いに相殺され
、全体的に共通電圧が増幅されなくなり、結局、グリーニッシュ現象の発生が防止される
。
【００５０】
　このとき、共通電極５２４は、共通配線５２５に接続されて信号Ｖｃｏｍを受け、画素
電極５１７は、薄膜トランジスタＴＦＴを経由した画素電圧である信号Ｖｄａｔａを受け
る。この場合、スリット５６０を通して、共通電極５２４と画素電極５１７との間にフリ
ンジ電界が発生する。
【００５１】
　一方、ゲート配線５１２とデータ配線５１５との間の全面にゲート絶縁膜５１３が介在
するので、サブ－ピクセルの略全領域に形成された共通電極５２４と、これに隣接するデ
ータ配線５１５と、共通電極５２４及びデータ配線５１５を絶縁させるゲート絶縁膜５１
３によって寄生キャパシタンスＣｄｃが発生され、サブ－ピクセルの略全領域に配置され
る共通電極５２４とこれの両側に隣接するデータ配線５１５との距離が互いに不均等であ
るので、寄生キャパシタンスも不均一になる。
【００５２】
　上記のようなＩＰＳモードのＴＦＴアレイ基板及びＦＦＳモードのＴＦＴアレイ基板は
、図面に示していないが、液晶層を挟んでカラーフィルターアレイ基板に対向して合着さ
れる。そして、カラーフィルターアレイ基板には、サブ－ピクセルの縁部に形成され光漏
れを防止するブラックマトリックスと、このブラックマトリックス上に色を表示するため
のＲ、Ｇ、Ｂのカラーフィルター層とが設けられている。
【００５３】
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　このとき、Ｒ、Ｇ、Ｂのカラーフィルター層は、それぞれサブ－ピクセル単位で形成さ
れ、通常、Ｒ、Ｇ、Ｂの順に配列される。
【００５４】
　上記のような液晶表示装置をカウンターパターンで駆動する場合、図１１Ａ及び図１１
Ｂに示すように、水平方向にドットインバージョン方式によって正極性（＋）、負極性（
－）のデータ電圧を印加し、垂直方向にドットインバージョン方式によって正極性、負極
性のデータ電圧を印加し、Ｎ番目のラインのホワイトＷ及びブラックＢがＮ＋１番目のラ
インのホワイトＷとブラックＢと交差するように駆動する。
【００５５】
　このとき、ホワイトを表示しようとする場合、Ｒ、Ｇ、Ｂサブ－ピクセルに対してドッ
トインバージョン方式によって高いレベルの正極性（＋）、負極性（－）、正極性（＋）
の電圧を印加し、ブラックを表示しようとする場合、Ｒ、Ｇ、Ｂサブ－ピクセルに対して
低いレベルの電圧を印加し、あるいは電圧を印加しない。
【００５６】
　データ電圧Ｖｄａｔａは、交流（ＡＣ）で正極性（＋）、負極性（－）の電圧を交差し
て印加し、データ電圧のレベルを変化させてブラックＢ、ホワイトＷを表示し、共通電圧
Ｖｃｏｍ１は、直流（ＤＣ）で印加する。液晶層の駆動は、データ電圧と共通電圧の電位
差によって決定される。
【００５７】
　具体的に、図１１Ａに示すように、Ｎ番目のラインのＲサブ－ピクセルにおいて、正極
性（＋）電圧が印加される左側のデータ配線５１５と共通電極５２４との間に発生する寄
生キャパシタンスは、負極性（－）電圧が印加される右側のデータ配線５１５と共通電極
５２４との間に発生する寄生キャパシタンスより小さいので、負極性（－）のＲサブ－ピ
クセルが得られる。
【００５８】
　また、Ｎ番目のラインのＧサブ－ピクセルにおいて、負極性（－）電圧が印加される左
側のデータ配線５１５と共通電極５２４との間に発生する寄生キャパシタンスは、正極性
（＋）電圧が印加される右側のデータ配線５１５と共通電極５２４との間に発生する寄生
キャパシタンスより小さいので、正極性（＋）のＧサブ－ピクセルが得られる。
【００５９】
　このとき、Ｒサブ－ピクセルでの負極性の寄生キャパシタンスと、Ｇサブ－ピクセルで
の正極性の寄生キャパシタンスとが互いに相殺される。
【００６０】
　そして、Ｎ番目のラインのＢサブ－ピクセルにおいては、正極性（＋）電圧が流れる左
側のデータ配線５１５と共通電極５２４との間のみに寄生キャパシタンスが発生し、基準
電圧が印加される右側のデータ配線５１５と共通電極５２４との間にはカップリング現象
が発生しない。左側のデータ配線５１５と共通電極５２４との間の寄生キャパシタンスは
、無視できる程度に小さい。
【００６１】
　したがって、Ｎ番目のライン全体において、共通電極５２４の電圧が増幅されないので
、Ｇサブ－ピクセルに印加されるデータ電圧と共通電圧の電圧差と、Ｒ、Ｂサブ－ピクセ
ルに印加されるデータ電圧と共通電圧の電圧差が同一になり、全体的に緑色が明るく見え
る現象が防止される。
【００６２】
　これとは対照的に、Ｎ＋１番目のラインにおいて、図１１Ｂに示すように、Ｒ、Ｇサブ
－ピクセルでのカップリング現象による寄生キャパシタンスは互いに相殺され、Ｂサブ－
ピクセルでは、負極性（－）電圧が印加される左側のデータ配線５１５とこれに隣接する
共通電極５２４との間に発生するカップリング現象によって共通電圧の振幅が増幅される
が、本実施の形態の場合、サブ－ピクセルの左側のデータ配線５１５とこれに隣接する共
通電極５２４との間に発生する寄生キャパシタンスは、無視できる程度に小さいため、共
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ブ－ピクセルに印加されるデータ電圧と共通電圧の電圧差と、Ｒ、Ｂサブ－ピクセルに印
加されるデータ電圧と共通電圧の電圧差が同一になり、全体的に緑色が暗く見える現象が
防止される。
【００６３】
　以上説明した本発明は、上述した実施の形態及び添付の図面によって限定されるもので
はなく、本発明の技術的思想から逸脱しない範囲で多様な置換、変形及び変更が可能であ
ることは、本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者にとって明らかであろう。
【００６４】
　すなわち、上記の実施の形態では、ＩＰＳモードの液晶表示装置の画素電極及び共通電
極、ＦＦＳモードの液晶表示装置の画素電極のスリットを縦方向（データ配線方向）に形
成することに限定して説明したが、横方向（ゲート配線方向）に形成することも可能であ
る。
【００６５】
　そして、上記の実施の形態では、ＩＰＳモード及びＦＦＳモードの液晶表示装置に限定
して説明したが、これに限定されることなく、サブ－ピクセルの縁部に共通電極が形成さ
れ、この共通電極とこれに隣接するデータ配線との間に寄生キャパシタンスが発生してグ
リーニッシュ問題を起こす全ての画像表示装置に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】従来のＩＰＳモードの液晶表示装置を示す平面図である。
【図２】図１のＩ－Ｉ'線の断面図である。
【図３】カウンターパターンで駆動された液晶表示装置を示す平面図である。
【図４】バーチカルパターンで駆動された液晶表示装置を示す平面図である。
【図５Ａ】従来のカウンターパターン駆動を説明するための図である。
【図５Ｂ】従来のカウンターパターン駆動を説明するための図である。
【図６Ａ】従来のカウンターパターン駆動を説明するためのタイミングチャートである。
【図６Ｂ】従来のカウンターパターン駆動を説明するためのタイミングチャートである。
【図７】本発明の実施の形態１に係るＩＰＳモードの液晶表示装置を示す平面図である。
【図８】図７のII－II'線の断面図である。
【図９】本発明の実施の形態２に係るＦＦＳモードの液晶表示装置を示す平面図である。
【図１０】図９のIII－III'線の断面図である。
【図１１Ａ】本発明の実施の形態２に係る液晶表示装置のカウンターパターン駆動を説明
するための図である。
【図１１Ｂ】本発明の実施の形態２に係る液晶表示装置のカウンターパターン駆動を説明
するための図である。
【符号の説明】
【００６７】
　１１２、５１２　ゲート配線、１１２ａ　ゲート電極、１１３、５１３　ゲート絶縁膜
、１１４　半導体層、１１５、５１５　データ配線、１１５ａ　ソース電極、１１５ｂ　
ドレーン電極、１１６　保護膜、１１７、５１７　画素電極、１２４、５２４　共通電極
、１２５、５２５　共通配線、５６０　スリット。
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